






















































































































































































































































一 一 等学校男子卒業生数　初 　 女
－●一　 学校 子卒業生数











































































































































































































































1 3 0 1 －0 4 年 の 男 子 生 徒 数
因 外国 人 男子校 生 徒 数
■私 立 男子 校 生徒 数
屯 官公 立 男子校 生徒 数
180 00 0 0
16 0 00 0 0
14 0 00 0 0
12 0 00 0 0
雪 1：：：：：：
6 0 0 00 0
4 0 0 0 0 0
20 0 0 0 0
0
1 6 10 0 0 0
1 30 5 0 0 0
0
11 1 50 0 0
9 6 00 0 0 9 4 50 0 0 5 0
26 5 0 0 0 23 0 0 0 0
70 0 0
1 9 2 3　　　　　 1 9 2 4　　　　　 1 9 2 5



















いた。 また、母・妻としての役割を強調し、 それが祖国の進歩発展に不可欠であるので、 女性に教育が
必要である、と主張する方法は、女子教育擁護の知識人たちが利用した戦略の中で、最も一般的で、広
範囲に見られる戦略であった。
細かな違いはあるものの、1910年代の女性定期刊行物『戊乃ggゐ』と『5ゐ0カ所ゐ』の女子教育必要論
は、母・妻としての役割を祖国の進歩に結びつける論法と、
－80－
イスラーム的見地からの合理化という2つ
に大別できた。
1920年代の女性定期刊行物においても、イスラーム的な見地から女子教育の正当性を訴える言説が見
られたが、それよりも母・妻としての役割を祖国の進歩発展と結びつけた上で女子教育の必要性を主張
する言説の方が多く、しかも多様性を有していた。
女子教育必要論の論拠の選択だけでなく、女性に必要な教育目標を何に設定するかということも、女
子教育に対する反発を避け女子教育の正当性を主張するための有効な戦略であった。なぜなら、イスラー
ムや道徳的内容はイスラームの見地に基づく女子教育必要論と結びつき、育児・家事・保健衛生・女性
の手仕事といった家政学的内容は、母・妻の役割を強調しそれを祖国の進歩発展と結びつける女子教育
必要論の主張と密接に関係しているからである。女子教育を擁護する知識人たちは「女性が学ぶべきは
家事、育児、道徳などの、家政学的内容に限られる。政治的内容に女性たちが介入すべきではない」「女
性たちが学ぶべきはベルシア語の他、家事・育児・医学などの家政学的内容や、裁縫・レース編み・鈎
針刺繍などの女性が身につけるべき手仕事である」と主張していた。
1910年代の女性定期刊行物には、衛生学や育児・家事に関する記事が多かった。こうした記事は、欧
米を進歩したものと捉え、イランの進歩のためにも衛生学を中心とする欧米由来の近代的な家政学的知
識が女性に必要である、との見解を示している。西洋の中産階級的家族を理想とする内容も多く見られ
た。また、イスラームに適う適正な道徳心を養うことも女性にとって必要であると考えられていた。
女性定期刊行物の記事の内容から判断すると、1920年代においてもなお、家政学的知識やイスラーム
に適う道徳的知識は、女性たちが考える女性に必要な知識の中心的内容であった。ただし記事の内容か
ら判断すると、家政学的知識や道徳的知識以上に女性の権利に関する知識、愛国主義やナショナリズム
に関する知識が、女性にとって重要な知識と見なされていたようである。
Ⅲ．戦略の中から生まれた「近代的イラン女性」像
1910～20年代の女性定期刊行物における女子教育観に関する言説や女子校カリキュラムには、「欧米
由来の近代的な衛生学・家政学の知識を有する家庭の主婦と して、家庭において母・妻としての役割を
果たし、愛国心を有し、適正な道徳心 ［akhl豆q］によって子どもや夫を養育 ［tarbiyat］する女性」と
いう理想的女性像が現れていた。この理想的女性像は、1910～20年代に女子教育の正当性を主張するた
めの女性活動家たちの戦略の中から生み出され、女子教育を含めた教育全般に対する統制が強化された
1930年代には権力集中を目指す国家により利用された。この新しい理想的女性像を、本稿では「近代的
イラン女性」と呼ぶことにしたい。
「近代的イラン女性」という理想的女性像が生み出された環境として、イランに近代的な女子校を初
めて設立した米プロテスタントが、家政学的内容を女子校カリキュラムに導入し、高度な精神活動を必
要とする近代的科学にまで高めた、という事実がある。欧米人校などの新方式学校で学んだ結果、欧米
－81－
由来の近代的知識を身につけ、キリスト教的な科学主義や道徳主義、近代西洋的な都市中産階級家族モ
デルに影響を受けた、都市部の新しい知識人層「新しい都市中間層」鱒次第に増加してきたことも、重
要な背景である。
女性に必要な知識として家政学が重視された背景には、19世紀から20世紀にかけて近代西洋のキリス
ト教的な科学主義と道徳主義が世界的に流布しつつある、という環境が存在した。家政学的知識におけ
る保健衛生の重視という傾向の背景には、保健衛生意識の高揚があった。女性にとって家政学が重要で
あるとする米プロテスタントの認識は、性的な役割の違いを強調しアメリカの中産階級的な家族生活モ
デルを厳守する、プロテスタンティズム的な道徳観や家族観に基づいていた。その一方で、「近代的イ
ラン女性」に必要とされた「適正な道徳心」とはイスラームに適合した道徳心を指す。女子教育の必要
性を唱える言説の中には女子教育必要論の論拠として、「知識の探求は宗教的義務である」などのハデ
ィースの一節を根拠とする、イスラームやシャリーアに抵触しないことを強調する、男女隔離の徹底化
を根拠に新方式の女子校の正当性を唱えるなど、イスラームの見地から女子教育を合理化するという戦
略が多く見られた。
このように「近代的イラン女性」像には、 近代西洋のキリスト教的な科学主義や道徳主義だけでなく、
イスラーム的要素や「イラン国民」 としての愛国主義的要素が混合している。この点で「近代的イラン
女性」というモデルは、「翻訳」の一つの形態でもある。
Ⅳ．ナショナリズムの転換
①　下からの国民主義的ナショナリズム一国家による教育統制強化前（1910～20年代）
ヨーロッパ列強の進出を受けてイラン国内に愛国主義が高揚し、女子教育を擁護する者たちは祖国の
進歩発展のために女子教育が必要とする女子教育必要論を展開した。女性定期刊行物が初めて発行され
た第二次立憲制期には、第二次国民議会で活動した各政党の綱領などに「国民［mellat］」「国家［mam－
lekat］」という言葉がしばしば現れていた。
このように愛国主義的観念が時代の趨勢を占めるようになっていた環境の中で、女性活動家たちの中
にも愛国主義的な主張や活動を積極的に行う者たちが存在した。Anjoman－e Mo些addar豆t－e Vatan
［1910］やAnjoman－eHemmat－e墜塾av豆tin－eir豆ni［1915］などの女性団体の活動目的は、外国製品
ボイコットと国産織物使用の普及であった。こうした女性団体の会員であった女性校長たちは、生徒た
ちに祖国伝統の手仕事技術を身につけさせ、女子校を国産製品奨励・外国製品ボイコットなどの愛国主
義的活動を行う装置として利用することで、女子教育の正当性を訴えようとした。
1910～20年代の女性定期刊行物における女子教育必要論に関する言説には、女子教育必要論を愛国主
義的思想や「国民」「進歩」「文明化」などのタームと結びつけて主張する形態が多く見られた。特に、
1920年代になるとその愛国主義的な言説には、外国製品ボイコット・国産製品奨励の他にベルシア語便
－82－
用・純化の推奨、古代礼賛的な愛国主義の強調といった表現が見られるようになり、多様化した0この
ようなナショナリズムに関する言説の多様化には、レザー・シャ一によるナショナリズム政策が反映し
ていると思われる。
前の段階である
ただしレザー・シャ一によ り教育や女性の活動が完全に統制下に入れられてしまう
この時代の女性活動家たちのナシ ヨナリズムは、 レザー・シャーの政策に影響されてい
という民間の私的なレベル、るとはいえ、女性活動家たち いわば草の根レベルから発せられた 「下から
の国民主義的ナショナリズム」 と言えよう。従って、教育や女性の活動が完全に国家の統制下に入れら
れた1930年代における国家の側から発されたナショナリズムとは異質なものである。
②　上からの国家主義的ナショナリズム一国家による教育統制強化後（1930年代以降）
レザー・シャーの登場後、 特に1930年代以降に学校カリキュ ラムなどの教育の場に現れたナショナリ
あらゆる権力の掌握を目論む強ズムは、 力な支配者による「国民」統合、 「国家」統合を目指す「上か
らの国家主義的ナショナリズム」 と言える。レザー・シャーはナショナリズムを重視し、「愛国主義」、
「国家への忠誠心」、「国家統一」、「国家独立」を促進するための最も有効な手段は教育であると見なし、
学校を国家への忠誠心や国民の一体感を育てるための教化機関と考えた。
レザー・シャーの登場後、法律などの文言に現れているように、女子教育を含むあらゆる教育活動を
教育省の監督下に置こうとする意図が見られるようになった。教育省側の残した文書の中には何度も「国
民」あるいは「国家」に関する言及が出てくるようになり、「上からの国家主義的ナショナリズム」が
徐々に浸透していく様子が窺える。
レザー・シャーへの権力集中と政府による教育統制が顕著になる1930年代には、アケメネス朝やサー
サーソ朝など古代のベルシア文化への誇りを核とする古代礼賛的なナショナリズムが盛んに唱道され
た。ベルシア語改革運動では、ベルシア語に混在しているアラビア語の排除、外来語のベルシア語への
置換、科学技術系用語の開発などが主要目的とされた。
第5章で検証した教育高等審議会のカリキュラム案には、「上からの国家主義的ナショナリズム」の
実態が如実に現れていた。1920年代中頃まで、男子に対しては「公民教育」がカリキュラムの中に含ま
れている一方で、女子には「公民教育」が含まれておらず、代わりに家政学的内容が含まれていた0即
ち、男子に対しては国家統合のための愛国心養成を目的としたカリキュラムが作成されている一方で、
政府の意図する「国民」像の中に女子が含まれておらず、あくまで「家庭における女性」を養成するこ
とを教育目標としていた、と言える。それに対して、1938ノ／′9年の女子初等教育のカリキュラム案、1940
／′／′1年の男女共通のカリキュラム案には「公民教育」が含まれていた0ただしこの男女共通のカリキュラ
ム案においても、男子には工作を、女子には裁縫を教えるとされ、しかも女子には比較的高度な家政学
的内容を教えると定められていた。1930年代以降、政府の意図する「国民」像の中に女性が取り込まれ
た一方で、相変わらず女性に対しては、家政学的内容の教育と「家庭における女性」という役割が重視
－83－
されていたことが分かる。
う理想的女性像が、
1910～20年代に女性たちの戦略の中から生まれた「近代的イラン女性」とい
1930年代になる と中央集権化の強化を 目指す国家により取り込まれたわけである。
さらに、教育高等審議会がカリキュラムを作成するようになって以降の全体的な傾向として、外国語
やイスラーム関連科目がカリキュラムから排除されていく一方で、ベルシア語や体育教育が重視され
地理や歴史の科目名が「イラン地理」「イラン史」と変更されたという点を指摘できる0こうしたカリ
キュラムにおける変更と政府によるその遵守の強制には、私立校だけでなく女子校や外国人校を含めた
学校全体、そして、カリキュラム作成を含めた教育全般に対する政府の統制強化という実態が現れてい
るとともに、この時代に特徴的であった「上からの国家主義的ナショナリズム」が具現化されているの
である。
論文審査結果の要旨
本論文は、男女の性的隔離と性別役割分担を伝統的な社会規範とし、原則的に女性の自己表現や
女子教育が許容されなかったイラン社会において、女子学校教育がいつ、どのように開始し拡大し
ていったかに主として焦点を当て、その過程や要因を考察することを研究目的としている0
本論文は、2部5章および資料篇で構成される0第1部では、教育社会学で近年唱えられる社会
的な「主体間の相互作用」というモデルに着想を得て、女子学校教育がいかなる歴史的、および社
会的な環境の中から誕生し、それが量的に拡大していったかが主題とされる0第1章は、19世紀以
来の近代教育をめぐる政府・教育省の施策や法的整備、欧米人ミッショナリーによる教育活動、宗
教的マイノリティーの反応、さらに民間側教育家が主唱した新方式に基づく男子初等・中等学校建
設運動などを扱い、女子学校教育が始動するに至るまでの前史的文脈を描出する0第2章は、女子
学校教育が軌道に乗り始める1910年代、およびそれが拡大の方向に向かう1920年代の学校数の量的
趨勢を、種々の統計資料を用いて丹念に整理し、それらの特徴を男女別、設立主体別、地域別など
の視点から抽出している。人口センサスさえ不備なこの時代の各種統計を発掘し、数量的に分析を
加えた点は、従来の研究には全く見られなかった新しい知見である0これらを通して、女子学校教
育に対して政府側が消極的姿勢を示し、それを補完する形で民間の女性たちが主導的に女子教育発
展に寄与していったことが浮き彫りにされる。
第2部では、上述の見通しを別角度、つまり主に民間の女性活動家たちの事績や言説を通じて検
証している。第3章は、とりわけ20世紀初頭以来の女性たちの活動、すなわち女性団体の結成、女
性の言論活動、女性の学校建設やそれに伴う様々な障害を叙述し、第4章では、10年代から20年代
にかけて女性が発行した主要な定期刊行物を網羅的に取り上げ、それらに現れた女子教育がいかな
る論拠で必要だとされどのような知識が女性に必要とされたかをめぐる言説を詳細に分析してい
－84－
る。これらの刊行物の入手さえ困難な研究環境において、すべてを収集、精読することができなか
ったとはいえ、10年代の言説が近代的な家政学・衛生学を習得し、適切なイスラーム道徳を滴養す
ることに重点を置いていたのに対し、20年代にはそれらに加えて女性の権利の主張や女子教育をナ
ショナリズムに結合させる傾向が顕著になることを明らかにした点は卓抜な見解である。第5章は、
学校カリキュラムに焦点を絞り、とくに1925年以降のレザー・シャー独裁期になると、1910年代以
来民間女性が戦略的に唱えてきた新しい「近代的な女性」像が「上からの国家ナショナリズム」に
取り込まれてしまう道筋を、カリキュラムの側面から解明している。
資料の読解や扱い万に若干の畷庇が認められるが、総じてイランにおける女子教育の萌芽期を多
角的かつ包括的に考察した研究としては独創的であり、自立して研究活動を行うに必要な高度の研
究能力と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として
合格と認める。
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